
 

平成 27年度東京都手話通訳者等養成講習会 

手話のできる都民育成講習会 

受講生選考試験・一次試験全クラス共通筆記問題 
 

１ 次の文の正しいものは○、間違っているものには×をつけてください。 

1. 公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構は、2014（平成 26）年に発足しました。 

2. 手話は、手の形、位置、動きの方向や大きさ、顔の表情やからだの動きを使って、意味を表します。 

3. 両耳の聴力レベルがそれぞれ７０デシベル以上のものは、身体障害者障害程度等級者の２級となり

ます。 

4. 1947（昭和２２）年、群馬県前橋市に全国のろうあ者約１００名が結集し「全日本ろうあ連盟結

成準備会」が発足しました。 

5. 手話は、聴覚障害者にとって大切なコミュニケーション方法の一つです。 

 

 

２ 次の語句を説明しているものを、ア～コから選んでください。 

 １．アクセシビリティ ア＝共同生活援助 イ＝媒体 

 ２．グループホーム ウ=危機管理 エ＝放送 

 ３．コミュニティ オ＝運用能力 カ＝地域 

 ４．メディア キ＝介護老人施設 ク＝番組 

 ５．リスクマネジメント ケ＝共同体 コ＝利用しやすさ 

 

 

３次の文の（  ）に相応しい、語句または数字を下の A～Rの中から選び、文を完成させてください。 

1. （①）年に日本で最初の盲学校、ろう学校である京都盲啞院が開校しました。 

2. 「バリアフリー」とは、障害者の社会生活上の（②）という意味です。 

3. 手話通訳者が心身の疲れをためたまま無理な働き方を重ねてしまうと、（③）障害という健康障害

が生じることがあります。 

4. 2013年４月から施行された障害者総合支援法「障害者の（④）及び（⑤）を総合的に支援するた

めの法律です。 

5. 音、空気振動は（⑥）に入り、つき当たりの（⑦）を振動させ、（⑦）に付着する（⑧）が振動し 

て、そのエネルギーは蝸牛（内耳）に伝えられ、内耳の中の感覚細胞である毛細胞に刺激が伝わっ 

て、毛細胞に付着している（⑨）を興奮させ、それが（⑩）に伝えられて認識されるというのが概 

略の音の伝達路です。 

 

A＝障害除去  B=障壁除去  C＝1912  D=1878 

E=頭痛  F＝腰痛  G＝頸肩腕   H＝補助  I＝日常生活 

J＝社会生活  K＝助成  L＝外耳道  M=外耳  N=脳 

O=聴神経  P＝鼓膜  Q=耳小骨  R=中耳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

27 年度受講生選考試験 一次 読み取り問題  

 

Ⅰ 

私の兄弟は３人で私は末っ子です。 

１番上の兄は、結婚をして娘も一緒に３人でアメリカで暮らしていますので１０年間会っていません。 

２番目の兄は、渋谷で会社をおこし、社長をしています。仕事はアパレル（服）関係の仕事をしています。 

３番目は私、ただの会社員。勤めて１０年経ちます。毎朝早く起き、６時に自宅を出て、会社に着くのは

８時、２時間の電車通勤で疲れます。残業も多く大変ですが頑張っています。 

 

設問 1＝ 兄弟は何人ですか？ 

 2＝ 一番上の兄とは何年間会っていませんか？ 

 3＝ ２番目の兄の会社があるところはどこですか？ 

 4＝ 起きる時間は何時ですか？ 

 5＝ 通勤手段は何ですか？ 

 

Ⅱ 

私の趣味は空手です。幼い頃見たテレビで「極真空手」で瓦割りや、泣きながらも辛い厳しいけいこを頑

張る姿や、空手の技で特に回し蹴りなどがカッコよく自分もやってみたいと思ったのがきっかけです。 

空手を始めたのは高校の時、３年間通い黒帯を取得しましたがその後通わなくなりました。 

結婚をして子供をもうけました。 

２人の息子が親の言うことを聞か.ないし、しつけに良いと思い空手に通わせています。 

妻の手料理が上手く、太ってしまったので私も子どもと一緒に空手に通い始めました。 

 

設問 1＝ 趣味は何ですか？ 

 2＝ 空手を始めたのはいつですか？ 

 3＝ ３年間通い何帯をとりましたか？ 

 4＝ 息子は何人いますか？ 

 5＝ 手料理が上手いのはだれですか？ 

 

 

27 年度受講選考試験 二次聞き取り手話表現問題    都民育成クラス  

 

「ストレス解消法」 

ストレス解消法というと、ショッピングやカラオケ、旅行やジョギングなどを思い浮かべる方が

多いのではないでしょうか。 

ですが継続的に行うことを考えると、「一人で簡単にできる」、「お金もかからない」、「特別な場

所に行かなくてもいい」、「毎日できる」などお手軽なものがあると便利です。 

それら全ての条件に当てはまるのが、実は“呼吸法”です。 

では、どんな呼吸法が良いのでしょうか。 

首や肩の力を抜いて、まずゆっくりと息を吐いてみましょう。次に鼻からスーっと息を吸ってい

きます。それをゆっくり繰り返す方法です。皆さんも試してみてください。 

 


